
授業科目名称　　： 臨床栄養管理学Ⅰ（実践的教育科目）

授業科目英文名称： Clinical Nutrition Management Ⅰ

23625授業コード：

添付ファイル

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

後期 2 2 必修

山口　留美（実務経験のある教員）

講義展開方法

IB260ナンバリング

ホスピタリティを
構成する能力

学生の授業における到達目標 評価手段・方法 評価比率

専門力 医療や福祉における傷病者の栄養管理に必要な基礎的知識や技術に関して考え
を述べることができる。

定期試験
課題レポート

30%
5%

情報収集、分析力 栄養ケア・マネジメントの定義と構造を理解し、傷病者個々人に必要な各種
データを抽出し活用することができる。

定期試験 30%

コミュニケーショ
ン力

医療や福祉における傷病者の栄養管理に必要な基礎的知識や技術に関して考え
を述べることができる。

授業態度と授業へ
の参加度

5%

協働・課題解決力 臨床栄養管理における栄養ケア・マネジメントシステムと具体的実践方法を関
係づけ自らの考えを述べることができる。

課題レポート 5%

多様性理解力 様々なライフステージや環境に応じ、柔軟に栄養管理や食事療法の考え方を持
つことができる。

定期試験
授業態度と授業へ
の参加度

10%
15%

出席 受験要件

合計 100%

授業のねらい 臨床栄養管理学Ⅰにおいては、栄養ケア・マネジメントを実施するための基礎知識を習得し理解を深めること
を目的とする。そのためにアクティブ・ラーニングを取り入れ、手技・手法を学び、チーム医療における管理
栄養士の役割を理解するとともに、他の医療スタッフの役割についても理解を深める。

アクティブラーニ
ングの類型

②、③、⑩

評価基準及び評価
手段・方法の補足
説明

定期試験の成績を70％として筆記試験を実施する。課題レポートの評価は10％とし、管理栄養士としての必要
知識を学ぶ。また、課題のフィードバックは15回目までの授業で行う。定期試験は栄養ケア・マネジメントを
正しく理解し理論的に説明ができるかを評価する。課題レポートに関しては根拠を示し理論的に記載している
かを評価する。授業態度・授業への参加は20％として評価し、授業における討論への参加度合いなどを評価す
る。

授業概要 臨床栄養学テキストを使用し講義形式で授業を行う。また実際の臨床現場における実務経験をもとに、具体的
例を挙げ栄養ケア・マネジメントとは何か、管理栄養士に必要なこと、チーム医療の中で求められていること
は何かなどを考え理解出来るよう授業を行う。この授業の標準的な1コマあたりの授業外学修時間は、180分と
する。

教科書・参考書・
指定図書

教科書：健康・栄養科学シリーズ 臨床栄養学（改訂第3版） 中村丁次 他編集（南江堂）
指定図書：健康・栄養科学シリーズ 臨床栄養学（改訂第3版） 中村丁次 他編集（南江堂）

授業外における学
修及び学生に期待
すること

講義には積極的に参加して学修すること。また、教科書の次回の授業内容を予習して指定した教科書を事前に
読みノートにまとめておくこと。学修した内容を復習すること。授業中での私語、携帯電話、メール等の不必
要な使用は厳禁である。また出席を毎回確認するため、体調不良で欠席しないよう日頃から健康管理を行なう
ようにすること。

授業計画 回 テーマ 授業の内容 予習・復習

臨床栄養学の基礎1 臨床栄養学の意義と目的（疾患と栄養・医
療と介護制度の基本・医療と臨床栄養・福
祉と介護と臨床栄養）

臨床栄養学の意義と目的に
ついて予習。
臨床栄養学の基礎について
復習する。

チーム医療2 チーム医療（各種チーム医療の実際・管理
栄養士の役割・栄養サポートチーム・褥瘡
対策チーム・多職種連携）

チーム医療について予習。
チーム医療について復習。

栄養ケア・マネジメント3 栄養ケア・マネジメント（栄養ケア・マネ
ジメントの定義・栄養ケア・マネジメント
の構造、診療報酬・介護保険制度・栄養情
報提供書・クリニカルパス）

栄養ケア・マネジメントに
ついて予習。
栄養ケア・マネジメントに
ついて復習。

傷病者の
栄養アセスメント(1)

4 傷病者の栄養アセスメントの意義と目的
（臨床診査・臨床検査）

栄養アセスメントについて
予習。
栄養アセスメントについて
復習。



傷病者の
栄養アセスメント(2)

5 傷病者の栄養アセスメント（身体計測・食
事調査・栄養必要量の算定）

栄養必要量算定について予
習。
栄養必要算定について復
習。

栄養ケア計画と実施6 栄養ケア計画作成と実施方法について 栄養ケア計画について予
習。
栄養ケア計画と実施につい
て復習。

栄養・食事療法、栄養補給の方
法（1）

7 食事療法栄養補給の方法（経口栄養補給
法）

経口栄養補給について予
習。
経口栄養補給法について復
習する。

栄養・食事療法、栄養補給の方
法（2）

8 食事療法栄養補給の方法（経腸栄養補給
法・静脈栄養補給法）

経腸・静脈栄養について予
習。
経腸・静脈栄養補給につい
て復習。

傷病者の栄養教育9 栄養教育の意義と教育技術について
課題レポート

傷病者の栄養教育について
予習。
傷病者の栄養教育について
復習。

モニタリングと評価10 モニタリングとアウトカム・マネジメント
について

モニタリングと評価につい
て予習。
モニタリングと評価につい
て復習。

栄養ケアの記録11 POSとPOMRの作成について 栄養ケア記録について予
習。
栄養ケアの記録について復
習。

栄養管理プロセス12 栄養管理プロセスの実践について 栄養管理プロセスについて
予習。
栄養管理プロセスについて
復習。

薬と栄養、食物の相互関係13 栄養と薬、食物の相互関係（薬により起こ
る栄養および代謝異常）について

栄養と薬、食物の相互関係
について予習。栄養と薬、
食物の相互関係について復
習。

栄養障害14 栄養障害について 栄養障害について予習。
栄養障害について復習。

後期まとめ15 後期授業の復習 後期授業全体を通しての復
習。

定期試験16


